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１．はじめに 

私たちは商品のキャッチコピーが与える印象について興味を持った。特に、年齢や

性別で同じキャッチコピーに対して受ける印象の違いはあるのか調べた。そして、ア

ンケート調査や考察を受け、商品の宣伝により効果的なキャッチコピーを考えた。 

 

２．研究の過程 

(1)好印象を与えるキャッチコピーの特徴を調べ、それらをもとにそれぞれ異なった

特徴を持つ６種類のキャッチコピーを作成。(図１) 

(2)本校の２年生１００人と女性教諭２３人と保護者２７人にアンケートを実施。 

(3)６種類のキャッチコピーに対する印象を、４段階で答えてもらう。 

(4)結果をグラフ化して、性別・年齢での違いを比較する。 

 

図１ 実際に作成したアンケートの一部 

 

３．アンケートの結果(図２) 

 ・男女間でグラフに違いはみられなかった。 

  ・世代間で比べると、「語呂がいいもの」「具体的に書かれているもの」「語りかけられ

ているもの」3つに違いがみられた。 

・「限定感のあるもの」「英語が使われているもの」は全員に人気があった。 

・漢字が多かったり、「説明的であるもの」は全員に不評であった。



 

図２ アンケート結果のグラフ 

 

４．考察 

  アンケートを行うことにより、私たちは次のように考えた。 

 ・男子と女子でグラフに違いがみられなかったのは、最近「草食男子」という言葉が

あるように、男らしくや女らしくといった考え方が薄れているため。 

 ・「語呂がいいもの」が、大人の女性に人気なのは、買い物に行く機会が多い彼女た

ちは頭に残るキャッチコピーの良い印象が植え付けられている。 

 ・「具体的なもの」は、情報社会に生き、より数字などの具体的な情報に影響を受け

やすいので若者に人気。 

 ・「語りかけられているもの」は購入を促す強い売り手の意思が、大人にはしつこく、

不評。 

 ・「限定感のあるもの」は、商品を買う人に「早く買わないと。」と思わせる効果がある。 

 

５．まとめ 

 ・年齢での差は、生活環境や買い物をする頻度などが関係している。 

 ・女子高生に焦点をあてた場合、「限定感のあるもの」「英語を使ったもの」「具体的なも

の」が好印象を与える。 
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